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ア
カ
ク
ラ
ジ
ン
タ
ヤ
赤
穣
紳
結

4
ア
カ
タ
ラ

プ

Y

F

Y

赤
務
権
現
。

ア
カ
タ
ラ
デ
ラ
カ
ツ
セ
ン
赤
競
寺
合
職
親
臨

二
年
九
周
の
得
江
石
王
丸
代
長
野
彦
三
郎
家
光
申
軍

忠
紋
に
、
『
今
年
入
居
十
八
日
吉
見
書
河
守
殿
、
笛

岡
三
引
保
赤
滋
寺
被
梼
縮
問
、
桃
井
刑
部
大
輔
直
信

以
下
凶
徒
押
寄
笛
陣
、
終
日
戟
也
。
凡
及
御
方
縫
儀

之
閥
、
録
後
攻
将
軍
御
方
云
々
』
と
見
え
る
。
赤
畿

寺
は
鹿
島
郡
の
赤
議
櫨
現
で
あ
る
。

ア
カ
タ
ラ
ヤ
マ
赤
倉
山
羽
咋
郡
原
に
在
る
。

高
さ
三
四
二
米
。
一
に
原
御
前
と
も
い
ふ
。
永
事
元

年
日
記
に
、
『
五
周
十
四
日
飯
尾
美
作
守
与
能
菅
闘

一
宮
気
多
祉
雑
磐
期
論
同
閥
赤
誠
山
草
木
事
。
就
武

衡
御
申
内
々
建
上
聞
事
。
祉
訴
之
遇
念
速
可
披
露
由

自
畠
山
匠
作
承
之
。
使
者
イ
カ
ウ
主
計
允
。
』
等
と

あ
る
も
の
是
で
あ
ら
う
。

ア
カ
ク
ラ
ヤ
マ
赤
藤
山
鹿
島
郡
三
引
の
西
南

に
在
る
。
高
さ
一
七
九
米
。
山
静
輝
石
安
山
岩
。

ア
カ
ザ
カ
赤
坂
期
羽
咋
郡
館
関
に
毘
す
る
小

字。
ア
カ
ザ
カ
赤
坂
珠
洲
郡
梅
原
に
昆
す
る
小

字。
ア
カ
ザ
キ
赤
崎
期
羽
咋
郡
藤
懸
郷
に
毘
す
る
部

務
。
赤
崎
の
出
崎
と
い
ふ
小
岬
が
あ
る
。

ア
カ
ザ
キ
赤
崎
鹿
島
郡
大
田
に
毘
す
る
小

字。
ア
カ
ザ
キ
赤
崎
鳳
芸
郡
谷
内
に
毘
す
る
小

手。
ア
カ
ザ
キ
赤
崎
鳳
至
郡
七
浦
庄
に
毘
す
る
部

帯
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
赤
崎
材
、
大
・
樺
よ
り
十
九
町

-
E
'
t
i
t
1
1
2
1
1
1
f
i
p
-
-
F
I
l
-
-

で
あ
る
。
貞
享
の
由
来
書
に
縁
起
が
な
い
と
記
し
て

ゐ
る
か
ら
、
今
存
す
る
も
の
は
そ
の
後
の
作
で
あ
ら

。
，、，

ア
カ

あ
り
。
千
右
衛
門
と
て
よ
き
百
姓
あ
り
。
に
ん
じ
ん

の
名
物
あ
り
。
』
と
起
す
る
。

ア
カ
ザ
キ
赤
晦
珠
洲
郡
布
捕
の
東
に
突
出
す

る
岬
角
。

ア
カ
ザ
キ
ノ
ツ
ツ
ジ
赤
崎
の
蹄
厨
鳳
至
郡
赤

崎
の
小
坂
氏
邸
内
に
あ
る
。
怨
烏
震
で
、
五
周
深
紅

の
花
を
着
け
る
。
樹
高
現
に
宍
米
で
あ
る
が
、
雲
筈

を
受
け
ざ
る
前
に
は
九
米
に
建
し
て
跨
た
。
敷
十
幹

叢
生
し
、
場
議
東
西
六
米
三
・
南
北
一
二
米
こ
の
楕

図
形
を
作
る
。

ア
力
ザ
タ
カ
ハ
ル
赤
窟
孝
治

J
ナ
ガ
ハ
ラ
タ

カ
ハ
ル
永
原
挙
治
。

ア
カ
ザ
ヨ
シ
イ
へ
赤
窟
宮
家
逝
縛
久
兵
衛
・

備
後
守
。
初
め
織
田
信
長
に
園
し
て
、
越
前
今
度
を

領
し
、
次
い
で
盟
臣
秀
吉
に
鴎
し
た
。
天
正
十
八
年

秀
吉
の
北
保
氏
政
討
伐
に
従
軍
し
て
功
を
ホ
て
、
関

ヶ
原
の
鼠
に
は
商
軍
に
囲
し
、
宇
ば
に
し
て
東
軍
に

隠
じ
た
。
臨
戦
後
封
を
除
か
れ
、
慶
長
六
年
前
回
利
長

に
仕
へ
て
訟
任
城
の
守
将
と
な
り
、
勝
七
千
石
を
賜

は
っ
た
が
、
十
一
年
三
用
越
市
大
門
川
出
水
の
際
、

来
馬
に
て
捗
旬
報
っ
て
溺
死
し
た
。
宮
町
家
は
辿
散
を

噌
ん
で
之
を
能
く
し
た
。

ア
カ
シ
カ
タ
ア
ン
明
石
格
庵
加
賀
務
の
老
臣

長
大
隅
守
の
盤
。
年
少
江
戸
に
遊
感
し
、
英
康
を
修

め
て
踊
る
練
識
の
名
が
あ
っ
た
。
後
鹿
股
三
年
七
用

幕
府
に
聴
せ
ら
れ
、
海
軍
侮
習
所
の
遜
鯨
に
任
ぜ
ら

れ
た
。ア

カ
シ
サ
ザ
Z

号
ン
明
右
佐
左
衛
門
初
め
孫

卒
。
亭
保
十
三
年
御
馬
莱
に
召
出
さ
れ
て
二
十
人
扶

持
を
領
し
た
が
、
寛
延
二
年
新
知
百
石
を
受
け
て
組

外
に
列
し
、
=
一
年
六
十
一
援
を
以
て
夜
。
子
孫
担
縫

い
で
務
に
仕
へ
た
。

ア
カ
シ
ザ
ダ
タ
カ
明
石
定
位

泡
稽
儀
左
衛

ア
カ
タ
マ
赤
島
珠
洲
郡
片
岩
の
う
ち
の
小

字。
ア
カ
夕
日
赤
尻
加
賀
藩
で
は
頭
役
に
あ
ら
ざ

る
卒
士
以
下
足
睡
以
上
の
者
が
務
侠
に
従
う
て
膝
行

す
る
時
は
、
着
衣
を
端
折
っ
て
腰
帯
で
締
め
、
股
引

を
用
ふ
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
加
賀
の

赤
尻
と
も
赤
脚
と
も
い
ろ
た
。

ア
カ
ズ
ノ
モ
ン
不
関
門
金
棒
域
外
に
あ
っ

た
。
本
名
松
原
口
門
。
竹
田
市
三
郎
の
邸
が
一
柳
鰭
寺

の
隣
に
あ
っ
た
時
、
前
田
利
常
の
女
春
摘
を
預
け
て

門
・
披
右
衛
門
。
突
敏
右
衛
門
定
賢
の
後
を
縫
宮
て

組
外
に
列
し
、
二
十
人
挟
持
を
受
け
、
御
馬
方
と
な

旬
、
天
明
六
年
新
知
百
五
十
石
を
受
け
、
文
化
五
年

五
十
石
を
加
へ
、
文
政
四
年
致
仕
し
て
開
盟
と
践

し
、
料
知
十
五
人
扶
持
を
受
け
た
。

ア
カ
シ
ス
Z
ヤ
ス
明
石
季
憶
渇
濡
源
兵
衛
・

源
議
。
事
保
九
年
前
岡
市
正
の
奥
カ
と
し
て
百
五
十

石
を
受
け
、
十
五
年
三
十
石
を
加
へ
、
前
回
章
照
の

御
抱
守
と
な
り
、
延
亭
四
年
七
十
石
を
増
し
、
大
小

特
に
任
心
、
安
永
二
年
授
。
子
孫
相
繕
い
で
務
に
仕

へ
た
。ア

カ
シ
テ
ン
明
石
悟
静
は
倍
、
字
は
玄
憶
、

鋭
は
昭
滞
。
随
設
の
第
四
子
で
あ
っ
た
。
江
戸
に
往

き
て
聞
製
を
坪
井
氏
に
感
び
、
留
を
識
と
し
、
叉
嘗

て
務
命
を
奉
じ
て
蘭
書
に
殺
す
る
鍛
造
大
破
奇
法
を

縛
し
た
。
安
政
六
年
八
周
二
十
日
四
十
一
践
を
以
て

裂
。

ア
カ
ジ
マ
赤
島
鳳
至
郡
の
北
方
海
上
に
あ
る

七
つ
島
の
一
つ
。
事
保
の
密
上
に
、
『
赤
島
、
高
さ
十

五
間
程
、
長
さ
七
十
聞
穂
、
明
三
十
間
程
。
よ
も
ぎ
・

か
や
生
申
候
。
こ
し
き
島
よ
り
海
上
五
町
程
。
』
と
あ

る
。
名
義
は
赤
色
の
結
石
か
ら
成
る
島
で
あ
る
に
よ

る。

置
い
だ
が
、
兵
の
比
聾
夜
門
扉
を
閉
ぢ
て
往
来
を
禁

じ
た
の
で
此
の
名
を
得
た
と
い
ふ
。
一
設
に
、
竹
田

市
三
郎
の
小
訟
へ
引
越
し
た
後
、
春
摘
が
そ
の
邸
に

移
っ
た
の
で
あ
る
と
。
春
郷
の
正
保
三
年
十
一
周
本

多
E
長
に
下
援
し
て
か
ら
、
重
は
聞
き
夜
の
み
閉
づ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

ア
カ
ス
ミ
赤
信
羽
咋
郡
堀
松
庄
に
臨
す
る

都
落
。ア

カ
ス
ミ
コ
ウ
赤
信
港
羽
咋
郡
に
在
。
、
北

に
赤
住
崎
が
突
出
し
て
跨
形
を
な
し
て
ゐ
る

o
E保

の
番
上
に
、
港
の
長
さ
八
十
聞
幅
三
十
閥
、
深
さ
三

尺
四
尺
五
尺
の
厨
も
あ
っ
て
、
二
三
百
石
積
以
上
の

般
は
入
る
を
得
ぬ
と
あ
る
。

ア
カ
ゼ
赤
潮
能
美
郡
栗
樟
郷
に
毘
す
る
邸

落
。
郷
村
名
義
抄
に
、
此
の
村
を
流
れ
る
川
の
石
が

何
れ
も
赤
い
か
ら
名
を
得
た
と
あ
る
。

ア
カ
ゼ
ノ
カ
ヤ
赤
瀬
の
樫
能
美
郡
赤
識
の
部

務
か
ら
大
杉
川
の
右
岸
に
沿
う
て
こ
粁
徐
翻
る
と
、

崎
町
傍
の
西
方
に
老
概
が
あ
る
。
約
二
七
米
の
聞
に
そ

の
六
様
が
並
ん
で
、
最
大
な
る
も
の
根
元
の
周
閲
一

米
二
、
小
な
る
も
の
九

O
樫
で
、
高
さ
九
ぺ
て
二
米

徐
を
測
る
。
能
管
に
は
継
の
大
木
が
あ
る
が
加
賀
で

は
之
を
随
一
と
す
る
。

ア
ガ
タ
英
国
河
北
郡
の
萄
村
名
。
=
一
宮
古
記

近
年
水
引
瀞
人
沙
汰
慾
分
事
の
僚
に
、
『
英
国
村
紺
一

端
』
と
あ
る
。
英
田
村
の
名
は
今
存
せ
ぬ
が
、
領
家

村
に
英
田
光
梼
寺
と
い
ふ
の
が
あ
る
か
ら
、
領
家
が

も
と
の
英
国
村
で
あ
ら
う
。

ア
ガ
タ
ウ
ヂ
英
国
氏
富
樫
氏
春
の
二
男
諸
家

は
、
河
北
郡
英
田
郷
を
領
し
て
英
国
小
次
郎
と
梼

し
、
そ
の
子
孫
も
亦
英
国
氏
を
宵
し
た
。

ア
ガ
タ
カ
モ
ジ
ン
タ
ヤ
英
太
加
箆
締
結
河
北

郡
加
茂
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
醤
赴
起
に
、
『
英
太
加

--


